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千葉市教育委員会会議第7回定例会議事日程

平成30年7月18日（水）

午後 2 時 開 会

開会

会議録署名委員の指名

会期の決定

会議録の承認

議事日程の決定

報告事項

(1)平成29年度千葉市立小・中・特別支援。高等学校における体

罰及びセクシュアル・ハラスメントに関する実態調査の結果に

ついて ……．.． 1

［教育職員課1

(2)第65回千葉市小学校音楽発表会（中央区・若葉区.。緑区）に

ついて ． ……… 7

【教育指導課］

（3）平成30年度千葉市未来の科学者育成プログラムについて

１
２
３
４
F

D

6

．､．…… 9

{生涯学習振興課1

7 議決事項

議案第26号 平成31年度千葉市立養護学校高等部及び高等特

別支援学校入学者選考要項について【別添】

［教育支援課］

8 その他

9 閉会



‐ 報告事項（1）

平成29年度千葉市立小・中・特別支援･高等学校における体罰及び
セクシュアル・ハラスメントに関する実態調査の結果について（30年度集説

教柵剖敬珊員課

千葉市教育婆員会では平成29年度分の市内の小・中・糊ﾘ支援･高等学校の児童生徒(保護者）
及び教職員を対象とした体罰・セクシュアル・ハラスメントに関する調査結果を取りまとめましたの屯
お知らせしますも

1 調査の目的

本調査は､児童生徒と教職員との関わり合いの中で起こる体罰やセクシュアル･ハラスメントに関する実態
を把握するとともに具体的な対策を講じ、より即学校環境をつくるために実施する。

2ヨ踏方鰐

（1）縮対象 市内の小・中･糊ﾘ支援･高等学校に螺する児童生徒及び教職員
※小学校｡儲り…は保護者も含む

平成29年4月へ平成30年3月9日

氏名について賑蹴したくない場合は惇年･組･慨ﾘのみで構わなWとしたb
※本調査は平成25年度から毎年実施

(2)調査対象期間

(3)実施方法

3織鰐(※詳細は別瀧料釧

（1）体罰と判断される行為9件（前I亜擬査6絹
．※9件につしyては文蓑詞晧1催厳重注意8件としている。

（2）セクシュアル・ハラスメント

アj瞳生徒からの回答数

小学校21人制亜藏査24人)、中学校43人(前回調査42人)、高等学校0人(前回調査2人)、
糊岐援学校は0人(前回調査0人）

・ イ教職員からの回答数。
4学校7人倫瓶鯛査22人)、中学校23人揃回調査6人)、高等学校3人揃回調査0人)、
儲岐援学校1人(前回絃4人）

（3）各報で噸帥輔み

職員簔譲等において静Iを提示し､体罰･セクシュアル･ハラスメントの禁止について周知徹底を図っ
ている。また､校内巡僥や授業参観による状況擢握と防止に向けて柵修に努めている。

4今…鴎等

・セクシャルハラスメントに対する児童生徒の意識力塙まってきており、今まではスキンシップとして好意的
に受け入れられていた肩を叩いたり、頭をなでたりといった行為についても、児童生徒保護者から疑念を
持たれるようになってきたため、より慎重な対f勧泌要である。

・中学校は生徒から容姿や結婚の話題や性的な内容を含む会話を不快と感じての回答力移く寄せられており、
誰もが気持ちよく働ける職場の雰囲気づくりにより一層の努力が必要である。
各学校では､言葉の暴力や子供の叱り方についての指導や､教員の連携を強化し複数体制での指導Iこ取り組

むことと3－るほか､現在取り組んでいる若利f陸やﾌﾚヅｼｭ研修会等を通して、法令遵守･服務繧理や
また教モラルに関すること､ ,アンガーマネジメントやLGBTに関する学習会の充実などを図っていく。

育委員会としては各学校に対し肺罰､セクシュアル･ハラスメント撲滅のリーフレット」の活用及び平
成30年度改訂したRzルフチェックシート」の活用を促していく。

4

その他

今回の説藍詰果については、市教芦萎員会ホームページにも撤裁する予定6
mm]http:"WwWcitybchibajp/kyoiku/kyoikus刷皿/kyoikushokuin/indexhtml

5
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平成29年度市立小･中･特別支援｡高等学校における体罰､セクシュアル･ハラスメントに関する調査結果について
1体罰調査結果
(1)調査対象者数及び体罰等の件数
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2セクハラ調査結果
(1)児童生徒･保護者からの回答 （ ）内の数値は昨年度
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性的な話を言われ､不快であった｡(授業に直接関連する内容I甑除く)’
必要もないのに身体に触られ､不快であった．

みんなの前で容姿を話題にされ､不快であづた。

性的内容の電話手紙｡電子ﾒｰﾙ等をもらい､不快であった｡｜
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(2)教職員からの回答 （ ）内の数値は昨年度

’小学校 中学校

有り 有り｜セクハラの分類 誰から 誰から

教職員|児童|その他 ｜教職員|生徒その他

①裸や水着のポｽﾀｰやバｿｺﾝの画面を見せられ不快であった。 0(0）0(0)'0(0） 0(0） 000(0） 0(0） 0(0）
②容姿｡年齢‘結婚･妊娠等を話題にされ､不快であった。 3(13)2(10)'0(0） 1(3) 10(4)' 2(2) 8(2) 0(0）
③執勤に携帯麺話の番号やメールアドレスを聞かれ,不快であった。 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0)

④性的な話を言われたりメール等を送られたり､不快であった。 3（7） 2(5)0(1) 1(1) 6(0） 1(0） 5(0） 0(0）

⑤性的なうわさを流され､不快であった。 0(1) 0(1) 0(0）0(0） 1(0） 1<0） 0(0） 0<0）

⑥性体験や性的なことについて聞かれ､不快であった。 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 3(1) 1 (0) 2(1) 0(0)
⑦お酌､カラオケのヂｭｴｯﾄ､ダンス等を強要され､不快であった。 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0)

⑧執勧に交際を迫られ､不快であった。 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0). 0(0) 0(0)
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3各学校における体罰･セクハラ防止への取り組み状況

※意見を分類整理し､割合は全校数(173校)で除したもの（複数回答）

今後さらに必要な対策昨年度取組んだ内容
分類 意 見

’’
1l

l
l

１
１
１鶚

項目順位
(上位10項目）

項目順位
(上位10項目）

割合 回答数 割合回答数

|職員会議や打合せ等において資料提示し､体罰･セクハラ禁止の周知徹底

|年度初めにおける人権尊重や体罰禁止の経営方針説明
|体罰と懲戒､ｾｸﾊﾗのﾗｲﾝの明確化(最新の情報をもとに）
教職員研修等を実施し､教師への周知や指導力の向上

教員の連携強化､共通理解と風通しのよい環境づくり

校内巡視や授業の参観による状況把握

児童生徒指導委員会や学年間での情報提供､問題の共有化

セクハラ，パワハラ対策委員会の設置

言葉の暴力､子供の叱り方についての指導

指導が困難な児童生徒へ対する複数体制の指導や支援

教師と児童生徒の信頼関係を高める

|若年層教員への指導の強化

|部活動における指導の指導の周知徹底

報告を受けての事実確認及び対応

全校集会等でいじめ､体罰､セクハラの講和

定期的なセルフチェック

独自アンケートの実施やいじめアンケートとの併用

教育相談週間を設けるなど教育相談活動の充実一一

目標申告制度の活用

職員の悩み相談やメンタルヘルスの充実

'相談や訴えのできる相談窓口の設置

,セクハラ相談員を指名

学校・保護者･地域の連携の強化

保護者との信頼関係を高める

学校評価アンケートによる保護者から:の意見聴取
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4調査結果から見られる傾向や状況について

…二 …㈱
○

○
○体罰。言葉の暴力

。

蕊灘 蕊が……教職”
○

○

セクシュアル
ハラスメント

、

○体罰及びセクハラの防止策として､年度当初の職員会議で､校長の経営方針として､体罰･セクハラ禁止を明記し､その後､関連事案が
起こるたびに､職員会議や打合せで､具体的事例や新聞の切り抜きなどを配布して周知徹底を図っている。

○教職員の連携を強化し､児童生徒の共通理解と風通しのよい職場環境を作ることで零未然に防ぐ努力を行っている。
○言葉の暴力の定義や叱り方についての指導や研修､管理職による校内巡視や授業参観による各学級の状況把握にも力を入れ､体罰

や言葉の暴力を未然に防ぐ取り組みを進めている。
○独自のｱﾝｹｰﾄやｾﾙﾌﾁｴﾂｸを実施して､教職員自身に振り返りの時間を確保したり､教育相談週間を設けるなど教育相談活動

の充実に対する取り組みも行っている。

各学校での取組み
、

、

5調査を踏まえた今後の対応

蕊鍵篝 鴬:要談…
○

○

学校組織体制の強化のための
研修の充実

並びに教育相談体制の推進

管理訪問や各種研修会において、○ 服務管理やモラルに関する研修の改善を図る。
28年ｱ月に作成し､80年に改善した｢不祥事から身を守るためのセ
$て積極的に活用する。､纈鬘獺f轆鰄謡窺麗潔艫総I

教育委員会 O体罰及び鞄ｸﾊﾗ調査の改善を図る･
“教職員の体罰鯛査については､『琶葉の暴力jなどに関する意識調査を実施することにより､これまでの指導のあり方を見直す機会

とする。
・回収方法や事実確認については､引き続きプライバシーが守られるように配慮する。

4
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報告事項（2）

平成30年度第65回千葉市小学校音楽発表会（中央区・若葉区・緑区）について

学校教育部教育指導課

1 目的 情操教育の一環として、日常の音楽学習の成果を発表し、お互いに鑑賞する

ことによって小学校音楽教育向上の場とする。

2実施概要

（1）日時 平成30年6月27日（水）

午前の部9時～12時 午後の部13時～16時（原則）

（2）会場 市内ホール及び小学校体育館

（3）各会場及び参加校・人数 55校-1,693人

■I ’
B

今
云 出演校（番号は学校番号）場

’1
｡

千葉市文化センター

（午前） 8校

1新宿小2本町小3寒川小4登戸小

5院内小7都小28鶴沢小50弁天小
I

I Ⅱ
ーロ m II、

一・． 踵＝
P

L
■■■ 6蘇我小15大森小24生浜小

33宮埼小開生浜西小65大巌寺小

107生浜東小

宮崎小学校

（午前）7校

勺

0

2

■

L 一■ ＝■ 一 ■ 一F －

小

小
名

戸
戸

川
仁

５
６

３
５

小
小

丘
害

ケ
久

松
星

０
３

３
４

小

小
小
台

城
宮
宮

千
大
犬

３
８
７

１
３
６

大宮小学校
（午前） 7校

3

17坂月小31白井小32更科小

39小倉小51桜木小52千城台北小

53千城台西小71千城台東小

74千城台南小91千城台旭小

． I

若葉文化ホール

（午前)．10校
4

■【 三▲

14若松小64北貝塚小

87みつわ台北小93みつわ台南小
若葉文化ホール

（午後） 7校
5

94若松台小97都賀の台小 102源小
み

■ ■ △■■ a

26誉田小49土気小88誉田東小

90大木戸小103越智小109土気南小

112大椎小 116あすみが丘小

土気小学校
（午前） 8校

6

■

25椎名小

111小谷小

117扇田小

29平山小 108泉谷小

113有吉小115金沢小

120おゆみ野南小

千葉市文化センター

（午後） 8校
7

7



3内容（基本的な流れ）

（1） 始めの言葉

（2） 主催者挨拶（教育長メッセージ代読）

（3） 会塲校学校長挨拶

（4） 講師紹介

（5） 出演上の諸注意

（6） 千葉市おやこ歌集「金のうた銀のうた」より1～2曲を選んで全員で斉唱
（7） 演奏発表

途中休憩

休憩時または演奏発表後に『千葉市子どもの歌」や「金のうた銀のうた」の中

の1曲を斉唱（会場ごとに設定）

（8） 終わりの言葉
ｐ
室

■■

4演奏学年

5音楽発表会を終えて（音楽主任会での反省・参加した指導主事からの聞き取り）

○少ない役員で、しっかり運営していた。また、特に学校開催では、会塲校の援助が

非常に助かった。（各校の事前の児童への指導もよかった）

○歌唱・合唱や器楽合奏など、様々なジャンルの捜奏があり、それぞれによく工夫さ

れていた。

○クラスでの参加が多いが、担任との関係の良さと頑張りを感じる。

○ホール開催・学校会場、それぞれの長所・短所があるので、それぞれの良さを生か

して運営したい。

○会場講師は中学校教諭だが、講評や演奏会後の反省会で、普段と違った視点での話

が聞けて、大変有意義であった。

○帰宅時間や給食の有無など、事前に十分検討し、保護者に伝えていくことで、トラ

ブル回避につながる。

●特にホール開催では､ぎりぎりの人数で運営しているので､非常時や防犯面での心配

がある。

●事前の保護者への連絡事項が徹底されない部分（名札着用、事前申し込み必要､入退

場のマナー、写真等のフラッシュ等）があり、対応に苦慮した会場あり。

今

8

演奏李年

1・2年

3。4年

3．4．犠支

4．犠支

4年生

5年生

1校

2校

1校

1

．1校

3校

q 1校



報告事項(3)

平成30年度千葉市未来の科学者育成プログラムについて

生涯学習部生涯学習振興課

I平成30年度未来の科学者育成プログラム(7年目）

1受講生内訳

唖…ﾛ穰雰麦浸弓否F『｜子葉大連携｜生命"医療系｜ 合計
|中2~高3(15名）｜中1～中3(15名） 中2~高3(15名) I中2～高3(15名) |中1～高3(60名）

皇子|女子L計男子女子1筋男子|女子｜計｜男子|女子｜計男子女子計

弓弓莞：璽号/5弓零ご写再!: ,:哉

‘ ;≦ 1 ，，．．．，11 ，

10名(ﾘピｰﾀｰ1名） 圃詞噺誌唖詞■■ ’ 7年間で20校

８｜期一一７

２９

7

０－０’２

血篁争珊

四国回

０－０

３３

５－０－０

２２

＝

2

》
スコ

刺
一
粒

受講生
内訳

輌
罰
蔀』■し

謙
一
計

－~中学歪
4

高校生

2違窮割幾関 1

千葉大学（教育学部･理学部･医学部-フロンティア医工学ｾﾝﾀｰ高大連携専門部会

千葉工業大学(fIRo:未来ﾛポｯﾄ技術薪究センター）

千葉市立千葉高等学校(SS蔵患スーパーｻｲｴﾝｽハイスクール）

量子科学技術研究開発機構倣射線医学総合研究所･千葉県立中央博物館

千葉県環境研究センター電かずさWA研究所
中野内科ｸリニック

J

学校関係

ＦＰ
Ｐ

国立･県立｡公益財団
関連機関

－般企業

日本電信電話株式会社NTT､ｻｰピｽｪポﾘｭｰｼｮﾝ研獅『

千葉市関連機関

3進捗状況

開講式 共通講座’ 第1回講座

6月16日(土）於尊市立干葉高『
記念講演

講師:日本電信電話㈱

NTrサービスエボリﾕｰｼﾖﾝ研究所

企画部長､工学博士阿久津明人先生

6/3Ⅸ土）工学ｺース 7月21日(土)『アルキメデスj(千葉大）

6月23日(土),｢地学講座｣(市立千葉高）

6月24日(日)『透湧とは｣(千葉大）

撫究支援･SSHｺｰｽ 特別セミ
ナー

｢課題研究
のテーマ探
し･研究構

想の
書き方］

千葉大連携ｺｰｽ

制最…鞠翫呼’ 7月1日(日)｢獣医さんが語る動物への
思い搬ガイドツアー｣(動物公園）

生命･医療系ｺース
～」

一

Ⅱ平成30年度未来の科学者育成プログラムジュニア講座(4年目）

夏編 秋編IINEw] |
－

秋編Ⅱ
ジュニア講座

【小学校5～6年生対象】

普段は体験できない高度な内
容を楽しみながら学習し､未来
の科学者をめざす意欲を高め
る。

7月8日(土)画9日（日）

於思千葉大学教育学部
【内容】
飛び上がるおもちゃ､翼のある
おもちゃ､倒れるおもちゃを題
材に､自分で実験し､解決する
ことに挑戦する｡予想を立て、
道具を選び､測定し､ゲﾗﾌ化
し､発表する。

9月30B(B)

於:千葉市動物公園
【内容】
視点を決めて動物を観
察し､調査結果をもとに
分類し発表しよう！
～動物観察の基礎～

【9月募集予定】

10月14日(土）

於:県立中央博物館
'【内容】
植物を中心に観察しなが
ら､自然観察の技能を習
得しよう！
～植物観察の基礎～

【9月募集予定】

9



平成30年度千葉市未来の科学者育成プログラム年間計画

胃雇腎署一 受講嬬所 ’ 套
霊

霊
霊

到
燕

毒
謹受講内容

篠市絲の孵者瓢ブﾛグﾗ蠣識‘記鐡罵･職ｾﾐﾅｰ

地学講座｢課翻移細手法｣

週目とは？

6／16〈麺

93Oへ'1麺
○ ○ ○ ○市立千葉高校

髻線品 ○市立干葉高校

6/24(日）
13:00～1e1O ○千葉雷壽学部

6/30
S15-'12m 特別ｾﾐﾅｰ1 「課題研究のテーマを探し･研究構想の書き方を知ろう

獣医さんが語る動物への思い・動物公園の麓溌ガイドツアー

流敬盲センター ○ ○○ ○

,認胤。 ● ● ● ○市重鯉遜這

,蕊●鮎 アルキメデス～発想力と創造力～ ○ ○干葉誉教育学部

&綴,乳 特別セミナー2『夏瞬訓こ研…う向性を職しよう！」 市稚鐸 ● ● ①

蕊§脇 情報･数学講座「ホームページの作り方］ ○市立千葉高校

7/24(必
甥O､学14:40

9 生態園のI夏｣を発見｡i藝嘘旬rツクヤードツアー ● ●県立中央i鋤館 ●
●

市立千葉高校函舅路 生…｢羽カナ10 ○
ー

や
屯
■7／25”

14“､望1S3O
、
｜
随
一
脇

●医療職を龍す入八一…犬と今“霊一 ☆ ● ○市科学露

7/2了砲
1”､学1麺

● ○● ○侮誠 …

ﾐｸﾛの世莞牢バﾝｽｺｰｽcF勘※高校生逓象7ﾉ27砲
1…～1SS0

☆ ☆☆…ロ

"80｡

…ヘジ12:OO
干歎ｻｲｴﾝｽプロムナード&理学部研究室ツアー14 ● ● ○千葉大学理学部

8/1Qp
g45'､"･la4O

E慧鼓える｢園謝器jの最先蒲見よう，知ろう｡#験しよう15 ○ ○葡馴朔庵葺趨ﾀー ○

S/2m
STS"-jt"

稲
一
両

穂別セミブーS「研究の進捗状況を確認し合おう！」 市科学館 ● ● ●

{艤鯉I労始艤ｻを使って光を分析しよう」
S/S"
8刻5､/1師 ○市立千葉高校

Ｏ

唖
龍認

了鍋
１ 千葉市の環境･保健衛生の最前線測

一
潤
一
鋤
一
四
一
距
一
題

市溌傷露馳ｿﾀｰ ● ● ● ○

可溺霧 糖別セミナー4「ワープロ・プレゼンソフトの使伽罰」 ○ ○ ○ ○市教育センター

S/Z2Qp
ｵ…､ﾉ1麺

ロボット講座I ○ ● ●市詳学館
◆

S/24"
1…-,〃|麺

威弱線の性質と蹴厨 ○● ●○鱸篭掌臘釧諏

副25出
S4S-z12:0O

I

秘理学講座「電磁気の世界～回路を作ろう～」 ○市立千葉高校

の
郡

》
届
‐
豆 第12回 ● ● ●千葉大学

9/SO )
…､婆1S10

24 弦琶電磁石で振動さは共j鰯を見てみよう ● ● ○千毒撫認I

８
８

１
１

釦
釦

乃
巧

工
工

》
》

路
一
部
一
〃
一
羽
一
四

廻幽
10/7(a

●
｜
●

●
一
●

0

10/14 )

甥らへ'1麺
｢ラジオをつくろう」 ○ ○千葉大業鋸碧郡

1q"CD
ロボットと暮らす燕$陰＆ロボ研究室ﾂアー ○千葉工業大学 ●●型らへ列Z15

1蛭了幽

甥ら､"12m
千葵鋤公鯛長さんが語る「副職」 ● ● ○○…運

函
函

咽
《

１
１

30 世界研葉モノレールを探ろう ●千藪応ﾓﾉﾚｰﾙ ○ ●

1唖8（印
…~'16釦側

而
陰
哩
坐
妬
一
詑
一
訂

体を作る吻質タンパク質を解析Lﾉてみよう ○千葉大学教育学割

11/4個）

1…－1…
…棚艫DNA齪覇周くよう！ ● ● ○市科学館

11/10"
錘5－

千葉市クロスズクールサイエンスフェスティパル2018 ○ ●○市立干葉高校

12/2（日）
g"ﾍゴ1麺

電子顕微鏡講摩 ○ ● ●市科学館

12/8-
…へ列2m

干鷆か順一澗淵{職・地下水～ ● ○嘉謬識究ｾﾝﾀｰ

12/eiSm
g"患子

干葉市クロススクールサイエンスフォーラム2018 ● ● ●罐X雪署ｾﾝﾀｰ

…繍言穆濃耀謹皐葛プ別
由
麺

９
１》

１／１

○ ○ ○ ○市教育センター
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議案第26号

平成31年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校

入学者選考要項について

平成31年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校入学

者選考要項について、次のとおり定めるものとする。

平成30年7月18日提出

千葉市教育委員会教育長 磯 野 和
菫
大

●

唾

’

｡■



平成3 1年度

‐

千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校

入学者選考要項

千葉市教育委員会
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受検春心得・・・・・・・’ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4 5

5 6

６
７
８

６
６
７

9

８
８
８

10

11

｛ ｝必要書類の様式

様式（1～18） ・・。・・・・・・・・・・・・・・・・・・9～26
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平成31年度

千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校入学者選考要項

平成31年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校の入学者の募集及び選考は、

｢千葉市立特別支援学校管理規則第20条」の規定により、下記のとおり実施する。 （千葉市

立養護学校高等部及び高等特別支援学校入学者選考要項は、以下「選考要項」という。）

記

'1応募資格 ’

高等部に入学を志願できる者は､原則として障害の程度が学校教育法施行令第22条の3に

定める知的障害者で、以下に該当する者とする。

1千葉市立養護学校高等部普通科

（1）千葉市立養護学校の通学区域（千葉市中央区・若葉区。緑区・稲毛区の一部）に居住

する者、または入学までに通学区域に住所を有する者

（2）次のアーウのいずれかに該当する者

ア特別支援学校の中学部若しくは中学校若しくは義務教育学校を卒業した者又は平成

31年3月に卒業する見込みの者

イ中等教育学校の前期課程を修了した者又は平成31年3月に修了する見込みの者

ウ学校教育法施行規則第95条の各号のいずれかに該当する者

なお、平成31年3月に学校教育法施行規則第95条第1号及び第2号に規定する課

程を修了する見込みの者を含む。

2千葉市立高等特別支援学校普通科(職業コース）

（1）市内に居住する者、または入学までに市内に住所を有する者

（2）次のアーウのいずれかに該当する者 ・

ア特別支援学校の中学部若しくは中学校若しくは義務教育学校を卒業した者又は平成

31年3月に卒業する見込みの者

イ中等教育学校の前期課程を修了した者又は平成31年3月に修了する見込みの者

ウ学校教育法施行規則第95条の各号のいずれかに該当する者

なお、平成31年3月に学校教育法施行規則第95条第1号及び第2号に規定する課

程を修了する見込みの者を含む。

（3）自力通学が可能な者

1



『~干葉市立養護学校高等部普遍科’

1 通学区域

千葉市中央区・若葉区・緑区・稲毛区の一部を通学区域とする。

2入学定員

特に定員を定めない。

3出願

（1）事前の教育相談

平成31年1月11日（金）までに千葉市立養護学校（以下、養護学校という）で進

路に係る教育相談（志願を前提とした教育相談で、単なる学校見学や参観は含まない）

を必ず行うこととする｡受付時間は午前9時から午後4時までとする｡ただし､土曜日、

日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日を除く。

（2）選考要項及び入学願書等の交付期間及び時間

平成31年1月15日（火）から平成31年1月31日（木）までとし、受付時間は

午前9時から午後4時までとする。ただし、土曜日、 日曜日を除く｡

（3）選考要項及び入学願書等の交付場所

養護学校

千葉市若葉区大宮町1066－1 電話043（265）9293

（4）願書等の提出期間

平成31年1月21日（月）から平成31年1月31日（木）､までとし、受付時間は

午前9時から午後4時までとする。ただし、土曜日、日曜日を除く。

（5）願書等の提出先

養護学校の校長

（6）提出書類等 ※アーエは必須
■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■

備考書

ア入学願書

類等

〔様式1〕

イ療育手帳の写し

又は、障害を有することを証

明する診断書〔様式3〕

交付番号及び障害の程度が記載された事項の部

分の写し

〔様式3〕は参考様式とし、医療機関等が発行す

るものも可。ただし、発達検査の結果が記載されて

いること。

ウ入学者選考受検票〔様式5〕

工調査書〔様式7〕

オ通学区域外からの入学志願証

明書〔様式9〕

転居予定等があり、通学区域外から志願する者

は、必要事項を記入の上、在籍校長または出身校長

の証明を受けて、養護学校の校長に提出すること。

力必要に応じて提出する書類 その他養護学校の校長が必要と認める書類を提

出すること。

2



4入学許可候補者の決定

（1）入学者選考日

平成31年2月12日（火）及び2月13日（水）のうち学校が定める日
受付：午前8時40分から8時55分

（2）入学者選考会場

養護学校

（3）入学者選考の方法

学力検査、作業能力検査、運動能力検査、面接、提出書類等により総合的に審査し、

．入学許可候補者を選考する。
なお、学力検査については、校長が学校の実情に応じて必要と認められる教科を選択

して行うものとし、その内容は学習指導要領に示されている基本的事項とする｡．
ただし、特別の事情のあるときは、学力検査等を行わないことができる。

（4）持ち物

受検票、筆記用具、上履き、体操服上下（在籍校のジャージ等）

5入学許可候補者の発表及び通知

校長は､平成31年2月19日（火）午前9時に、養護学校で掲示により発表し、通知書を交

付するとともに、在籍（出身）校に通知する。

6入学の確約

入学許可候補者となった者は、平成31年2月26日（火）までに、入学確約書〔様式1

5〕を志願した養護学校の校長に提出するものとする。受付時間は、午前9時から午後4時

までとする。ただし、土曜日、 日曜日を除く。

入学確約書を提出した者は､市の内外を問わず公立高等学校又は公立特別支援学校に出願

してはならない。

また、入学許可候補者となった者のうち、入学確約書の提出がない場合には、入学の意思

がないものとして取り扱う。

7その他

（1）入学許可候補者となった者のうち、入学を辞退する場合には、『入学辞退届」〔様式1

8〕を養護学校の校長宛てに提出するものとする。

（2）志願者又はその保護者は、別記に従い、調査書、学力検査、作業能力検査、運動能力

検査の総合判定に関して、口頭開示請求を行うことができる。 ．

（3）千葉市立高等特別支援学校も受検する場合の出願については、 4ページを参照。

（4）この選考要項に定めるもののほか、入学者選考について必要な事項については、別に

定めるものとする。
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|lll 千葉市立高等特別支援学校普通科(職業.三ﾇｧ1

1 通学区域

市内全域を通学区域とする。

2入学定員

第1学年32人

3出願

（1）事前の教育相談

平成30年12月5日（水）までに千葉市立高等特別支援学校（以下、高等特別支援

学校という）による進路に係る教育相談(志願を前提とした教育相談で､単なる学校見学
や参観は含まない)を必ず行うこととする｡受付時間は午前9時から午後4時までとする。

ただし、土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日を除く

（2）選考要項及び入学願書等の交付期間及び時間

平成30年11月5日（月）から12月5日（水）までとし、受付時間は午前9時から

午後4時までとする｡ただし、土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する

休日、及び学校休校日[平成30年11月1．9日（月）］を除く。

（3）選考要項及び入学願書等の交付場所

高等特別支援学校

千葉市美浜区真砂5－18－1

電話043（388）0133

（4）願書等の提出期間

平成30年12月3日（月）から平成30年12月5日（水）までとし、受付時間は

午前9時から午後4時までとする。

（5）願書等の提出先

高等特別支援学校の校長

（6）提出書類等 ※アーカは必須

書類等 備考

ア入学願書〔様式2〕
1 － 一

イ療育手帳の写し

療育手帳の写しの提出が申請手続

き上、間に合わない場合のみ、知的

障害を有することを証明する診断書

〔様式3〕もしくは仮出願の申請書

〔様式4〕を提出する。

交付番号及び障害の程度が記載された事項

の部分の写し（指定の台紙に添付する）

様式3は参考様式とし、医療機関が発行する

様式でも可。ただし、発達検査の結果が記載さ

れていること。

※この場合、入学選考の前日の午後4時までに

療育手帳の写しを提出すること。
１
１ウ入学者選考受検票（以下、受検票

という） 〔様式6〕

一一一一一一一一
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一

|エ調査書朧式7〕
|オ面接票〔様式8〕

--..一

’ －－－－－－＝三
一

一一一一一

Q

一一一一一一一一一一一一一■

82円切手を貼った長形3号の封筒に、志願

者の住所、氏名及び郵便番号を表記すること。

力返信用封筒

転居等の予定があり、通学区域外から志願す

る者は、必要事項を記入の上、在籍校長または

出身校長の証明を受けて、高等特別支援学校の

校長に提出すること。

キ通学区域外からの入学志願証明書

〔様式9〕

ト
ク受検に係る特別配慮申請書

〔様式10〕

必要に応じて提出すること。

校長が認めた場合に「受検に係る特別配慮通

知書」 〔様式11〕を送付する。

上記力と別に用意すること。
一一一一‐一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一回一一■■一一つ一一一■■､■■一一一一一ー一一一一一一一口

返信用封筒

自己申告書〔様式17〕については提出を希

望する者のみとする。

その他、高等特別支援学校の校長が必要と認

める書類を提出すること。

ケ必要に応じて提出する書類

〔様式17〕＊自己申告書

民

4志願の変更及び取消

（1）志願校の変更

入学願書受付締切り後､1回に限り､志願する特別支援学校の変更を行うことができる。

ア変更の受付期間及び時間

平成30年12月12日（水）から平成30年12月14日（金）までとし、受付時間

は午前9時から午後4時までとする。

イ提出書類及び手続き

志願変更者は、新たに志願する特別支援学校において、進路に係る事前の教育相談

（志願を前提とした教育相談で、単なる学校見学や参観は含まない）を必ず行うこととす

る。期限は平成30年12月14日（金）までとし、受付時間は午前9時から午後4時ま

、でとする。ただし、土曜日、 日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日を除く。

志願変更者は、「志願変更願」〔様式12〕及び受検票を在籍（出身）校の校長を経由し

て、高等特別支援学校の校長に提出する。

また、『志願変更願」を受理した高等特別支援学校の校長は、志願変更者に「志願変更

承諾書」〔様式13〕を交付する。その際、次の書類を志願変更者に返却する。

・療育手帳の写し又は知的障害を有することを証明する診断書

・返信用封筒

．他に提出書類のキ、ク、ケの提出があった場合、その書類

上記の志願変更が認められた者は、選考要項により志願変更の受付期間中に新たに志願

する特別支援学校の校長に願書等及び「志願変更承諾書」〔様式13〕を提出しなければ
ならない。

（2）志願の取消

志願を取り消そうとする者は、在籍（出身）校の校長を経由して、入学許可候補者

の発表日の前日、平成31年1月22日（火）の正午までに、高等特別支援学校の校長に

「志願取消届」〔様式14〕を提出しなければならない。その際、受検者には志願変更時

と同様の書類を返却する。

F
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5入学許可候補者の決定

（1）入学者選考日

平成31年1月15日（火）及び1月16日（水）

（2）入学者選考会場

高等特別支援学校

（3）入学者選考の方法

検査内容 配点等

作業能力検査

学力検査（50分）

運動能力検査

面接

点
点
点

０
０
０

０
０
０

２
１
１

第1日（1月15日）

●

一第2日（1月16日）

その他、在籍（出身）校からの提出書類により総合的に審査し、入学許可候補者を
L｣

選考する。

（4）日程等

第1日（1月15日） ･受付

・日程説明

･諸検査等

８
９
９

９
９
６１

－
－
－

０
５
０

３
０
１

00

10

10
■百一一m

〔第1グループ〕

･受付 8
．面接 9
〔第2グループ〕

･受付 9
．面接 10

第2日（1月16日）

40～9

10～10

00

10

一.更P,■ F1皇司 訂

０
１

１
１

一
一

０
０

５
２

０
５

１
３

●1

※面接は本人及び保護者を対象とし、指定された時間に受けること。

6入学許可候補者の発表及び通知

高等特別支援学校の校長は、平成31年1月23日（水）午前9時に、高等特別支援学校

で掲示により発表するとともに、本人に郵送にて通知する。また、在籍（出身）校の校長に

通知する。

入学許可候補者が定員に満たない場合は、第2次募集の案内も同時に行う。

7入学の確約

入学許可候補者となった者は、平成31年1月30日（水）までに、入学確約書〔様式1

6〕を高等特別支援学校の校長に提出するものとする。受付時間は、午前9時から午後4時

までとする。ただし、土曜日、日曜日を除く。

入学確約書を提出した者は､市の内外を問わず公立高等学校又は公立特別支援学校に出願

してはならない。

また、入学許可候補者となった者のうち、入学確約書の提出がない場合には、入学の意思

がないものとして取り扱う。その場合も市の内外を問わず、公立高等学校又は公立特別支援

学校に出願してはならない。
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8第2次募集

入学許可候補者数が発表時に定員に満たない場合、第2次募集を行う。

（1）事前の教育相談

平成31年1月29日（火）までに、高等特別支援学校による進路に係る教育相談（志

願を前提とした教育相談で、単なる学校見学や参観は含まない）を必ず行うこととする。
受付時間は、午前9時から午後4時までとする。ただし、土曜日、日曜日を除く。

（2）願書等の提出期間

平成31年1月25日（金）から1月29日（火）までとし、受付時間は午前9時から

午後4時までとする。また、 1月29日（火）は午前9時から正午までとする。ただし、

土曜日、 日曜日を除く。

（3）願書等の提出先

高等特別支援学校の校長

（4）提出書類等

「3出願（6）」に定めるところによる。

（5）入学者選考日

平成31年2月1日（金）

（6）入学者選考会場

高等特別支援学校

（7）入学者選考の方法

面接を実施する｡さらに、学力検査、作業能力検査、運動能力検査、その他の検査のう

ちからいずれか一つ以上の検査を実施する。

（8）入学許可候補者の発表及び通知

校長は、平成31年2月5日（火）午前9時に高等特別支援学校で掲示により発表する

とともに、本人に郵送にて通知する。また、在籍（出身）校の校長に通知する。

（9）入学の確約

入学許可候補者となった者は、平成31年2月12日（火）までに、入学確約書〔様式

16〕を提出するものとする。受付時間は、午前9時から午後4時までとする。ただし、

土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日を除く。

入学確約書を提出した者は、市の内外を問わず公立高等学校又は公立特別支援学校に出

願してはならない。

また、入学許可候補者となった者のうち、入学確約書の提出がない場合には、入学の意

思がないものとして取り扱う。その場合も市の内外を問わず公立高等学校又は公立特別支

援学校に出願してはならない。

(10）志願の取消

第2次募集の志願を取り消そうとする者は、在籍（出身）校の校長を経由して、入学許

可候補者の発表日の前日、平成31年2月4日（月）の正午までに、高等特別支援学校の

7



校長に「志願取消届」 〔様式14〕を提出しなければならない。その際、受検者には志願
変更時と同様の書類を返却する。

9入学許可候補者とならなかった者で高等部普通科（職業コースを除く）を志願する場合

（1）事前の教育相談と願書等の提出期間

ア養護学校

平成31年1月31日（木）までに、進路に係る教育相談を必ず行うこととする。

イ．県立千葉特別支援学校

平成31年1月31日（木）までに、進路に係る教育相談を必ず行うこととする。

ウ願書等の提出期間については、両校とも平成30年1月31日(木)までとし、受付

時間は両校とも午前9時から午後4時までとする。ただし､土曜日、 日曜日を除く。

（2）第2次募集を受検し入学許可候補者とならなかった者が高等部普通科(職業コースを

除く）を志願する場合

ア養護学校

平成31年2月7日（木）までに、進路に係る教育相談を必ず行うておくこととす

る。

イ県立千葉特別支援学校

平成31年2月7日（木）までに、進路に係る教育相談を必ず行うこととする。

ウ願書等の提出期間については、両校ともに平成31年2月7日（木）までとし、受

付時間は、両校とも午前9時から午後4時までとする。

10受検者心得

（1）当日、時間内に受付を済ませること。

（2）持ち物

〔第1日目〕受検票、上履き（運動靴)、筆記用具（鉛筆…シャープペンシル可・消し

ゴム)、体操服上下（在籍校のジャージ等)、弁当

〔第2日目〕受検票、上履き

（3）時計を携帯する場合は、時計機能のみのものであること。

（4）携帯電話は検査室に持ち込まないこと。

（5）検査室では、受検者同士の物の貸借はしないこと。 ‘
（6）携帯品、その他留意事項については、高等特別支援学校において実施する検査の内容

により定めた指示に従うこと。

1 1 その他

（1）入学許可候補者となった者のうち、入学を辞退する場合には、 「入学辞退届」 〔様式

18〕を高等特別支援学校の校長宛てに提出するものとする。

（2）志願者又はその保護者は、別記に従い、調査書、作業能力検査、運動能力検査、学力

検査の総合得点に関して、簡易開示請求を行うことができる。

（3） この選考要項に定めるもののほか､入学者選考について必要な事項は､教育長が別に
定めるものとする。

8



様式1 〈養護学校〉

(提出日平成年月 日）

入 学 願 書

平成 年 月 日

千葉市立養護学校長様

写真

縦4cm×横3cm

（正面上半身脱㈲

志願者氏名 印
(3か月以内のもの）

保護者氏名 印

貴校高等部に入学したいので、保護者連署をもって志願いたします。

現住所 〒

志
願
者

ふり力施

氏名

性別（ ）

月 日生）(平成 年

．＝－－－－』一一一一一ｺ二＝一一 一一

現住所 〒

保
護
者

了I－－F－

ふりがな

氏名

連絡先 ｜|自宅・勤務先・その他（ ） 電話（ ） －

上記の志願者は平成 年 月（入学・転入学・編入学）し、平成 年 月

（卒業見込み・卒鶏の者で、願書の記載事項は事実と相違なく、かつ公立高等学校に出願し
ていないことを証明する。

平成 年 月 日

学校名

画校長氏名

注意

1保護者の現住所力端願者と同じ場合は、「志願者に同じ」と略記すること。

2必要事項を記入し、当該事項を○で囲む。なお、 ＊は記入しないこと。

3志願者が未成年の場合、本人の押印を省略することができる。

4自校高等部への志願者については、校長の証明を必要としない．

9

＊受検番号



様式2 〈高等特別支援学校〉

(提出日平成 年月 日）

入 学 願 書

平成 年 月 日

千葉市立高等特別支援学校長様

写真

縦4cIn×横3cm

（正面上半身脱帽）
凸

(3か月以内のも伽
志願者氏名 印

保護者氏名 印

貴校に入学したいので、保護者連署をもって志願いたします。

■

現住所 〒

志
願
者

ゾ'七 mlr ■ ＝ー ■■■■

ふりがな

氏名

性別（ ）

(平成 年 月 日生）
ザ

■

現住所 〒 口■■■ ■■一口◆

保
護
者

ふりがな

氏名

連絡先 自宅・勤務先。その他（ ） 電話（ ） ■■■■■■

上記の志願者は平成 年 月（入学・転入学・編入学）し、平成 年 月

(卒業見込み・卒業）の者で、願書の記載事項は事実と相違ないことを証明する。

平成 年 月 日

学校名

塵校長氏名

注意

1保護者の現住所が志願者と同じ場合は、旙願者に同じ」と略記すること。

2必要事項を記入し、当該事項を○で囲む。なお、 ＊は記入しないこと。

3志願者が未成年の場合、本人の押印を省略することができる、

10

*受検番号



様式3 〈共通

診 断 書

現住所 〒

氏 名

生年月日

1障害の状態

（1）障害名

（2）発達検査の検査結果側SC、ビネー顎

①検査名

②実施年月日

③検査結果（知能指数等）

（3）現在の状況（服薬、発作等の有無）

2学校生活上、特に留意すべき事項（運動、集団生活への適応状況）

3その他、参考となる事項

上記の通り診断します。

平成 年 月 日

医療機関の名称

医師氏名 厩

11



様式4 〈高等特別支援学校〉

仮出願の申請書

申請日 平成 年 月 日

千葉市立高等特別支援学校長様

受験番号

志願者氏名

保護者氏名

印
印

下記の理由により仮出願いたします。

記

療育手帳の写しの遅延理由

提出予定日 平成 年 月 日

※入学選考日前日（但し、土・日を除く）午後4時までに、療育手帳の写しを提出す

ること。

※提出期限までに療育手帳の写しの提出が無かった場合、入学志願を取り消すものと

する。
ｲ

上記のことを了承していますので、お願いします｡

平成 年 月 日

学校名

校長名 画

注意志願者が未成年の場合、本人の押印を省略することができる。

12



様式5 〈養護学校〉

’

平成31年度千葉市立養護学校高等部

入学者選考受検票

写真

"4cm×横3cm

征面上半身脱帽）

（3か月以内のもの）

*受検番号

ふりがな

氏名 性別（ ）

在籍または

出身学校名

、

6 J

、

一

受付印

？

様式6 〈高等特別支援学校〉
←

平成31年度千葉市立高等特別支援学校

入学者選考受検票 一－__一T

*受検番号

ふりがな

氏名 性別（ ）

在籍または

出身学校名

受付印

13

写真

綾4cm×横3cm
一
安

(正面上半身脱卿

(3か月以内のもの〉



様式7 〈共通

調 査 書

釜性別 平

ふりがな

氏名生
徒

成年 月 日生

学
籍

〒

現住所

の ふりがな

氏名
生徒との関係保

護
者

記
録

I

1 －●■■ －

〒 酢 1 ､可剖 ’,上,..H目干 ’ や･ﾏｰ！ 把 和ロ ザ
現住所

電話（ ）６
１

平成年月 日（入学・転入学・編入学） 平成年月 日（卒業・卒業見込み）

欠席日数 欠席の主な理由当該生徒が出席し

なければならない

日数

I ロ ■

ロ
■

遅刻日数 遅刻の主な理由
出
欠

1年
の

ー■L■
■

■
■

■

■
■
■
■
⑧

記
録

1 1 1

2年
11垂

ロ ﾛ ■

I H I

I

3年

’ ’一一一一 一

B ｜’

■ 1戸■

I〆

健
康
状
態

生
活
習
慣

P

一

健
康
及
び
行
動

Ⅱ■■■■ ・

叩

Ⅶ

肥

凹

皿

馴

Ⅲ

刈

引

別

Ⅲ

叩

Ⅱ

０

Ⅲ

川

１

１

１

Ⅱ

画 一

■画■■■■

■ｂ

●対
人
関
係

通
学
の
手
段
・
状
況

】

Ｅ

集
団
行
動

14



－

－

■■■■■■■■

一

色

ﾛ■■■■■■■

－

1■■■■■■

－

の

第3学年の学習の状況
－－＝＝

石一言凸 冨遍
←恥

■ －一一

I

美術国語
…1匹

丑 ■

● ■

社会 保健体育

’
Ⅱ■■■■■■

一

１
１

’
一

技術・家庭

職業・家庭
数学学

習
の
記
録

■

理科 外国語
I

ニ
ー

総合的な

学習の時間
音楽

▲色

総合

所見

実施年月日 実 習 先 実習中の様子産
業
現
場
等
に
お
け
る

実
習
の
記
録

Ⅱ

、ご I 。

I

且 Ⅱ■■ d■■ ■

この調査書の記載事項に誤りのないことを証明しますb

平成年 月 日

学校名

校長氏名 画
⑳

|；
記載者職氏名

意
１
２

注

当該事項を○で囲み、 ＊印の欄は記入しないこと。

第3学年の学習の状況は、第1．2学年の学習の状況の推移等を含めて具体的に記入し、

卒業見込みの生徒については11月末日現在で記入すること。

行動の記録は、態度・意欲・社会性等の観点を含めて記入すること。

産業現場等における実習の記録は、未実施の場合は空欄とせず、斜線を引くこと。

通学の手段、状況は、志願した学校への通学手段及び予想される状況等を記入すること。

３
４
５

15．



画一一 P

様式8 〈高等特別支援学校〉
写真

面 接 票
縦4cm×横3cm

（正面上半身脱樹）

(3か月以内のも”

口
*受検番号 在籍（出身）校名

性
別

ふりがな Ⅲ
Ｉ
Ｈ
Ｉ

も
■
■平成年 月 日生

氏名 『 ’函 ．prbl■

■

現住所 〒

本人と

の関係

ふりがな

保護者氏名

〒

イー ,ｲ’
一

保護者現住所

緊急連絡先（電話） （ ）

療育手帳 無 申請中 有（障害程度 ）

本人の長所

画

ー.▼ ■ロ ■■ー二 ▲■＝戸

ﾆｰﾆ ﾆ＝

■ 一

本人の課題

＝＝＝＝

卒業後の進路希望

本校の教育に

期待すること
ゥ

’通学に要する時間（合計）
通学の経路・利用交通機関・所要時間

分（片道）

<記入例〉

自宅蓋一○○バｽ停蓋釜JR蘇我駅鵠JR検見川浜駅器学校
～

l■'･‘ ■ －ﾛP ・君■

凸

晶一’匡二 ’一■｛之P。 ■g-門■可●一

J ■■ 劃,1－－■■函 ■ － 1 1 凰凸国司

1匹1脳’1 ，千・田一匹ユJ－■上。 ＆･
－－ －－－

備考

1 ＊印欄は記入しないこと．

2療育手帳の「無申請中有jは、該当するものを○で囲むこと。

（申請中の場合は、証明書を添付すること）

3 自宅から学校までの経路・利用交通機関・所要時間は、記入例に従って記入すること。

4緊急連絡先は、受検日に連絡をとることができる連絡先を記入すること。

16



様式9 〈共通〉

通学区域外からの入学志願証明書

学校長様千葉市立

③志願者氏名

③保護者氏名

現住所

〒

記

理由

入学時の住所（〒 ）

上記の理由により、貴校への入学志願は正当であることを証明します。

平成年 月 日

学校名

園校長氏名

注意．

1志願者が未成年の場合、本人の押印を省略することができる。

2市外居住者が志願する場合は､.理由欄に入学時の住所（市内）を記入すること。

3その他校長力泌要と認める書類がある場合は添付すること。

17



様式10 〈高等特別支援学校〉

受検に係る特別配慮申請書

平成 年 月 日

千葉市立高等特別支援学校長様

受検番号

⑳志願者氏名

③保護者氏名

下記のとおり、特別な配慮を申請します。

記

1選考の種類 学力検査･作業能力検査･運動能力検査･その他（

2障害の状況等

）

3希望する配慮事項

4その他

意
１
２
３
４
５

注

上記1については、当該事項を○で囲む。

上記2と3については、具体的に記入する。

上記4については、特記すべきことがある場合、記入する。

志願者が未成年の場合、本人の押印を省略することができる。

受検に係る特別な配慮を希望する志願者は、志願する入学者ガ受検に係る特別な配慮を希望する志願者は、志願する入学者選抜の願書等の受け付け開始日の

前日までに志願する特別支援学校の校長に申請する。

定型(長形3割の封筒(82円切手を貼付し､志願者の住所､氏名及び郵便番号を標記する｡）

を添えて提出する。

6

18



様式11 〈高等特別支援学校〉

受検に係る特別配慮通知書｡

志願者氏名

保護者氏名

受検に係る特別な配慮について、下記のとおり認めましたので、 i
なお、このことを在籍（出身）学校等の校長に連絡してください。

通知します。

記

学力検査｡作業能力検査･運動能力検査｡その他（選考の種類 ）1

配慮事項2

その他3

平成 年 月 日

千葉市立高等特別支援学校

校長 画
』

19



様式12 〈高等特別支援学校〉

志願変更願

平成 年 月 日

千葉市立高等特別支援学校長様

受検番号

志願者氏名

保護者氏名

③
、

下記のとおり志願を変更したいので、 お願いします。

記

千葉市立高等特別支援学校現在の志願先 普通科職業コース

変更後の志願先 学校 専門学科（

普通科職業コース

利

上記のことを了承していますので、お願いします。

学校名

校長氏名 画

注意志願者力洙成年の場合、本人の押印を省略することができる。

20



<高等特別支援学校〉様式13

No｡

志願変 諾書更 承

学校名

志願者氏名

上記の者の他校への志願変更を承諾します。

平成 年 月 日

千葉市立高等特別支援学校

校長 画

21



様式14 〈高等特別支援学校〉

志願 取消届

平成 年 月 日

千葉市立高等特別支援学校長様

受検番号

⑳
③

志願者氏名

保護者氏名

私は都合により、志願を取り消しますので、お届けします。

上記のことを了承します。

学校名

校長氏名 函

注意志願者力洙成年の場合、本人の押印を省略することができる。

22



様式15 〈養護学校〉

学 確約書入

平成 年 月 日

千葉市立養護学校長 様

受検番号

③志願者氏名

③保護者氏名

このたび、 本人が千葉市立養護学校高等部普通科の入学許可候補者となりましたが、

相違なく入学しますので､本人及び保護者連署のうえ､ここに入学確約書を提出します。

注意

1志願者が未成年の場合、本人の押印を省略することができる。

23



様式16 〈高等特別支援学校〉

入学 確約書

平成 年 月 日

千葉市立高等特別支援学校長様

受検番号

⑳志願者氏名

⑳保護者氏名

このたび、本人が千葉市立高等特別支援学校普通科(職業コース）の入学許可候補者

となりましたが、相違なく入学しますので、本人及び保護者連署のうえ、ここに入学確

約書を提出します。

注意

1志願者力味成年の場合、本人の押印を省略することができる。

24



様式17 〈高等特別支援学校〉

自己申
生
ロ 書

平成 年 月 日

千葉市立高等特別支援学校長様

（＊受検番号

中学校名

志願者氏名

私は、貴校を志願するにあたり、次のことがらについて説明します。

）

●

‐－

ことがら

説 明
一一一一星－－－－二一F＝ー－－－ 一甘一

－

■四 公

一

一工

。

可Iママざ-刊

百一

｜■■■■■

ーF可』医 ■宅 ■ ■唖

＝‐一‐ｰ 一一三一‐ ニー一w。即■■

－－一一一七一一口q6 一 ーーー F 一一 一一マー

～．

~

一■可壺ー＝＝－面■了 ÷一.一ﾏｰ→一 ＝ｴｰﾆ＝＝＝＝コ ー ｰ傍正二← ，~､－－－－マー~-~ー‐ 一=？ ▽一一 ‐ー－－~------

‐凹干 ■ l'■■ ，遍巨-■㎡△ ■■凹’ Jr． ロ ■ 口■h 忠

■｡ ■

P一 画一正ユョーーーー 一 L基一三二二一－二＝＝＝ q ＝＝二手一一
一一

一一そ二一一 堂一

を＝壹云＝ー

L冑 ’ 百・1 ［＝‘▽ 辛■ 声･・
P

｜P ■■■■■
■

⑳保護者氏名

…一幸…

注意

1 ことがらの欄には「遅刻・欠席・早退等が多い理由」と記入すること

2原則として志願者が記入すること。なお必要な事由で保護者が代筆加筆した場合はその旨を記入す

る。

3 この自己申告書は、封をした上で、在籍（出身）校の校長を経由して、調査書とともに志願する千葉

市立高等特別支援学校の校長に提出する。なお、封筒には志願者氏名を記入する

4 ＊印の欄は記入しない。
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様式18 ，<共通〉

入学辞退届

平成 年 月 日

学校長様千葉市立
①

受検番号

⑳志願者氏名

③保護者氏名

お届けします。入学を辞退するので、私は都合により、

上記のことを了承しています。

平成 年 月 日

学校名

校 長 画

注意志願者が未成年の場合，本人の押印を省略することができる。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

議案説明

平成31年度千葉市立養護学校高等部及び高等特別支援学校入

学者選考要項について、千葉市教育委員会組織規則第8条第8号の

規定により、議決を求めるものであります。

■

b

■ﾛ

魚
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